
一流の育て方 

～ビジネスでも・勉強でもずば抜けて活躍できる子を育てる～ 

ムーギー・キム ダイヤモンド社 

重要な決定ほど子供に任せる、自分の意志で挑戦させ簡単にはやめさせない。 

怒るのではなく気付かせる、「何が好きで何が得意か」気付かせるのが最大の教育、

子供は親の言う事を聞かないが行動の真似をする。 

200 人を超える東大・京大・早慶を中心に学生の中でも学生時代に突出したリーダー

シップを発揮して様々なグロ－バル企業に進んだ学生に両親の家庭教育を振り返っ

て感謝している点・直してほしかった点を自由に記述してもらったアンケートを分析し、 

大量のアンケートの回答の一つ一つが育児に関して非常に示唆に富んだもので注意

深く読めば、読むほど豊かな教訓が味わえる。 

本書は単なる育児本ではなく、本質的にはリーダーシップ養成本である。 

第1章 「主体性」を最大限に伸ばす 

～自分を知り、自分が決められる力を育てる、情報は親が集める 

＊自由に決めさせる 

①自由を与え自分を探させる  

②子供に目標を設定させる  

③進路に関し子供の意思を尊重せよ  

＊助けを出さずサポートする 

④アドバイスは十分に与える  

⑤個性に応じた選択肢を示す  

⑥過保護に育てない 

＊自分らしさを育む 

⑦個性を尊重  

⑧人の役に立て  

⑨小さいことから自信をつけさせる 

～アンケート結果～ 

自分の両親は「自分の生きたいように生きろ」と、応援し続けてくれた。 

小学校低学年まではピアノ・書道・英語など両親の勧めで学び中学生では自分に 

選択権があり両親はお金を出すだけでした。 

＊子供に目標を設定させよう 

～世間知らずで時代遅れな親が子どもの未来を邪魔するほど醜くわだかまりを残す。 

過保護の最大の問題は失敗を通じて学ぶ機会を子供から奪っていることです。 



＊個性を尊重する 

～「人と違っていてもいい」と教えよう「自分の考えは何か、自分は何をすべきか」を 

自分で決める習慣こそ主体性の根本です。 

＊リーダーの共通点は「人の役に立つこと」を教えてくれた両親に感謝している。 

～志を抱き誠実に生きてよい人脈を作ることを心がけるように教える。 

＊小さな自信をつけさせる 

～幼い頃の自信が伸びしろを作る・その自信が成人しても継続した。 

第2章 「視野」を広げ天職に導く 

～選択肢を増やし得意分野に進ませるのは幼少期からの親が子供にできる最も貴重 

な教育の一つである。 

＊視野を広げる 

①知的好奇心を刺激  

②好きな本で読書習慣化させる  

＊天職への道を開く 

③自分から興味を持ったことを応援  

④才能の種を見つけ磨く 

＊読書は今の学力の基礎になる 

～読書を勧めてくれた親に感謝、本が様々な世界との出会いを生む、視野が広がり・ 

好奇心が深まり勉強が当たり前になる。 

＊「好きな本」で読書を習慣化させる 

～読ませたい本ではなく・子供が読みたい本 

＊世界に視野を広げる 

～いろんなところに連れていく 

＊「自分から興味を持ったこと」を応援する 

～習い事・スポーツ・音楽・芸術など好きなことを追求し続けられることほど幸せな人生 

はない！ 

第3章 やり抜く力「グリット」を育む 

～真剣に挑戦させ・簡単にはあきらめさせない 

＊諸々の研究調査により学力や IQ より「長期的に達成する力こそ」が人生の成功を 

左右する＝現在の心理学で世界的に最も注目されている＝ペンシルバニア大学の 

アンジュラ・ダックワース教授 

＊成功した偉大なリーダーたちにその事業をどうして始めたのか聞くと「常に自分が 

行動の起点になる“セルフ・スターター”であること」が圧倒的に多い 

＊モチベーションをあげる秘訣は「挑戦」させる事・自分で始めると長続きする 

＊子供の応援団になる 

～子供の挑戦をサポートする、頑張れる「いい期待」負担になる「悪い期待」 



＊真剣にならなければ叱る 

～怠けた時には親が厳しく叱ってくれたから、今の自分があると感謝 

＊途中で簡単にやめさせない 

～途中で投げ出すと癖になる 

＊「失敗を乗り越える強さ」を身に着けさせる「失敗から教訓を学ぶ習慣」を付ける 

～感情的に叱らない教育で親に何でも話せる対話が必要、失敗を認め包み隠さず 

失敗の原因を自分で考える大切さを教える七転び八起きのススメ 

＊「本気を確かめて投資する」＝真剣にならなければ叱る 

第 4章 一流の「コミュニケーション能力」を磨く 

＊相手を理解し心を通わせる習慣を身に着けさせる、あらゆるビジネスの基本は 

クライアントが何を欲しているか知る事である 

～北極で冷蔵庫を売るような営業をしていないか 

＊尊敬されるリーダーは「コミュニケーション能力」が高い「社交」「書く習慣」「外国語」 

小さいころから「何でも話せる相手」になる 

＊異なる視点・価値観・感情の理解 

～心を通わせる習慣を身に着ける、感情の大切さ・相手の立場に立って考える癖・ 

思いやりの心 

～一流のリーダーは自分の視点や価値観を押し付けず相手の意見を受け止める 

～感謝の気持ちの強さと「人の出世」とかなり強い相関関係があり助け船が押し寄せる 

＊コミュニケーションに慣れさせる 

～社交の場に参加させることが場なれとなり社交上手になる・人見知りしない・物おじ 

しない事は初対面の人とコミュニケーションを図る大前提となる。 

客を自宅に招待しても食事の場にも同席させ大人の話を聞かせる。 

＊書く習慣を身に着けさせる 

～日記や読書感想文・手紙を書く様に誘導、筆まめな人はコミュニケーション能力が 

抜群である 

＊外国語教育は幼少期から慣れさせる 

～英語が出来なければ門前払いの仕事も多い 

＊小さいころから「何でも話せる相手」になる 

～子供の悩みや・希望を知る事 

＊子供と積極的に議論せよ 

～親の会話レベルが子供に受け継がれる、子供の反論を素直に受け止める姿勢を 

示すことで建設的な議論やマナーを学ぶ 

＊親の価値観を押し付けない 

～意見の違う相手も尊重できる「度量」を育てる、お互いの意見を尊重し合う両親に 

育てられた人は結婚後自分の伴侶に思いやりのある言葉や話し方をする人が多い 



＊感情的にならず理由をしっかり伝えて叱る・怒るのではなく気付かせる、感情的に怒 

らなければ反抗期はすぐに終わる、体罰は後々悔やむことになる 

＊感謝する事の大切さを考える 

～家庭でも「ありがとう」を言い合う 

＊「感謝の習慣が」が人格的な魅力を作る 

～感謝のできない人は信頼されない、親が小さな喜びや楽しみを見出すことが出来 

感謝する日々を過ごしていれば、そんな姿勢に子供は影響を受けるものです 

＊相手の立場に立って考える癖をつけさせる 

～弱者の痛みが分からなければ信頼されない 

＊動物を通じて思いやりの心を育む 

～ペットの飼育からこれだけのことを学べる＝動物を大切にする両親から優しさを学ぶ、 

ペットを飼ったことが自分を思いやり深くしたと思うと、豊かな感情は生き物が教えて 

くれる。動物を扱う読書が「子供達が家族以外の人の痛みに共感できる心を養う上 

で一番貢献してくれました」ペットの世話で「命の責任感」を育む、飼うかどうか、何 

を飼うかも子供達が全て決めることが大切です。 

第4章 これで自分から「勉強」するようになる 

～学ぶ大切さを教える事、子供を勉強させる上で、この「周りの人も頑張っている」と 

いう環境要素は決定的な影響力を持つ、勉強で一番大事なことは自分が得意分野 

を見つけ、社会貢献を通じて周囲に感謝され承認される喜びを教える事 

＊子供にとって最も大切な勉強環境とは、そばにいる親自身が「学習習慣」を持って 

いることです 

＊幼少期の学習習慣は人生を通じて継続する 

～学習習慣と学ぶ自信は中学生になるまでにつけてあげる、中学受験の時に親と 

一緒に頑張った体験がその後の踏ん張る力になっていく 

＊楽しく思考力を伸ばす 

～なぜ？と問いかける、親の問いかけが「考える習慣」を身に着ける 

＊日本で教わったことは忘れるのに、なぜアメリカでは忘れないのか？ 

～アメリカでは日本ほど詰込みではないせいか学んだことは実によく覚えている。 

子供を様々な面白い質問で不思議がらせ、自分で考える楽しさを教えている。 

＊教育環境で子供は決まる 

～朱に交われば赤くなる、中学生からの時期は親や先生の言う事より友人の影響の方 

が大きいので小さなお山の大将でいるより大きな進学校で後からついていく方が学 

ぶことが多い 

＊中学の入試は親の戦いで母親が頑張るのは当たり前、父親がいかに協力するかに 

かかっている母子二人三脚に加え親子密約（報奨金）で息子の目の色が変わり 

必死で頑張った。 



＊結果重視（信賞必罰）VSプロセス重視 

～結果もプロセスも大切に 

＊多感な青春期に同世代の人と交流を持ち影響し合う意味は絶大で学歴が有利に 

働く業界もまだまだ多い 

＊勉強至上主義で育てない 

～「勉強」はしなくてはならないものではなくて「出来たらいいもの」と教えてくれた両親 

に大変感謝している、と 

＊本当の意味で優秀な人は人格自体が素晴らしい、何気ない立ち居振る舞いや行動 

に他者への思いやりがあふれ謙虚さがにじみ出ています、そんな実り豊かな稲穂の 

様な子供を育むには親が持つ価値観や道徳観が大事です。 

＊最も大切な勉強は強い知的探求心を子供に芽生えさせること 

第 6章 「勉強以外の勉強」をさせる 

～「しつけ」こそ・が一生の財産～ 

＊ハーバードの卒業生とバーベキュウ大会を開いたが彼ら・彼女達はよく働いて感心 

した一流のエリートは自主的に周囲の役に立つ 

＊一定の年齢までに厳格な躾、以降は自主的に行わせ、義務教育の期間に人間性を 

豊かにする教育をして「勉強する事の大切さやエリートとして社会を背負う事の意義 

を覚える」 

＊「しつけ」は厳しく 

～他人への接し方・礼儀・自制心が人間性を決める 

～最大の障害が「親による溺愛」で躾を後回しにしてしまう事により社会に出て苦労す 

る、のは子供本人です。 

＊まっとうな金銭感覚を身に着けさせる 

～お金を管理できなければ、いくら稼げても身を亡ぼす 

～金銭感覚で一番大切なのは「計画性」お小遣いを 1年分与えて予算管理させる 

＊学歴が高くても教養のない人は浅い 

～多くの人から尊敬され信頼される人々は教養や芸術的感性の豊かさが、その短い 

会話やたたずまい執筆される文章にあふれている、各家庭で少しでも芸術に触れる 

機会を作ってあげることが大切です。 

＊親の振る舞いで導く 

～父親は厳しい存在・母は癒してくれる存在、叱り方が厳しすぎ感情的では効果ない 

＊親の会話が子供の人間性を形作る＝子供は親の真似をする 

～親の会話の知的レベルが子供の人間性を決定する 

～子供の前では冗談でも偏見を口にしてはいけない、良いも悪いも吸収する。 

親が出来ない努力を子供に要求しても無理 

＊テスト・勉強より幼少期の「躾」が子供の一生を左右する 



～「自制心」「他人への配慮」「教養」「金銭感覚」「正しい生活習慣」 

～小さなことですが「他人がいるところで大きな声で話さない」「玄関で靴をそろえる」 

「他人から何かしてもらったら丁重にお礼を言う」「無駄遣いしない」「約束の時間は 

守る」「レストランのウエイターの方・タクシーの運転手さんや会社の部下など自分に

何かしてくれる立場の人々への基本的な姿勢として人間関係に極めて広範な影響

を及ぼす」 

＊子供は親の真似をする 

～背中を見せて子供のしつけをする 

第 7章 「無償の愛情」を感じさせる 

～最も大切な親の仕事～ 

＊申し上げたいことはただ一つ「自分は愛され、信頼され、受け入れられるという根本 

的な自信を幼少期から育んであげよう」 

＊どの業界でも若くから出世の早い人の特徴は頭の良し悪しではない「その業界の 

重鎮に可愛がられている“親父殺し”の皆さん」 

＊「自分は愛されていると確信を持っている人々は大抵愛情に満ちた、おおらかな 

家庭環境で育ち両親の仲も睦まじい」幼少期から親にお絶大な愛情を疑ったことが 

なく、又親から信頼されてきたので自分も他人を信頼できる 

① プラス思考で明るくおおらかに育てる、母親の笑顔は太陽の輝きに勝る、小さの事

でも幸せを感じられる人間に育てよう 

② 父母間での「けなし合い」は絶対にダメ 

③ 他人の子供と比べない、個性に応じて育てる 

④ 「正しいほめ方」で伸ばす、子供の努力を促すほめ方が大切「何を誉めるかが大切」

で親の腕の見せ所 

⑤ 子供の非行には執念で向き合う、親が本気を出さなければ子供は変わらない非行

の実態を把握しグループから引き離す、手をこまねいていては一生後悔する。 

探偵にどこで何をしているか調べてもらい（高額だが腹を決めて）子供が非行に走

る兆候を見せた時は親の強い想いと執念で対応することがいかに大切か思い起こ

させてくれます 

⑥ 信頼で子供を包む 

～一方通行ではなく双方向の信頼関係が大切、子供にはちょっとしたことでも嘘をつ

かず日々親密に接して子供との信頼関係を育て上げる必要がある 

⑦ 無償の愛を注ぐ事は親のもっとも重要な任務 

～心理学の研究で「無条件に愛情を注いで育てた子供は条件付きで愛情を注いだ 

子供よりも将来仕事や進学で成功する傾向がある」というデータが出ている＝子育 

て、で一番大切な事＝言葉と行動が無償の愛を確信させる、だから私は「あなたが 

かわいくて仕方がないよ」と云うとお互いに感動する。 



 

本書の最後に 

～ムーギー・キム  

「親孝行のススメ」隠された最も大切なテーマは親の愛情の大きさを思い起こし、 

それに感謝しよう、という親孝行の大切さである 

～パンプキン 

親から子への愛情に手抜きは許されない、親にとって子供が社会人として公私とも 

に充実し幸せに暮らす事こそが最大の親孝行です、親孝行なんて簡単です。 

いつも自分の幸せを願って暮らしている親の存在を忘れない事です、忘れないこと

を時々行動で示すだけで充分です。 

これから子育てをする親御さんたちには、是非子供さんを授かった時の、あの途方も

ない幸せ感を思い出しながら育児を真剣勝負で心がけて欲しいという事です。 

子育てはやり直しがきかず光陰矢の如しだからです。 

                                                （ 完 ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


